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また、新規の細菌・放線菌・古細菌の国際的登録機関と

しての活動も継続して実施する。保存・提供にあたって

は、IS09001:2000認証を取得し、それに基づいた品質管

理を実施している。また，文部科学省第２期ナショナル

バイオリソースプロジェクトの中核機関（一般微生物）

として認められ、その事業も推進している。さらに、技

術開発として極限環境微生物や難培養微生物を取り扱う

技術、有用微生物とくに健康増進ならびに環境保全の研

究に資する微生物の探索技術、複雑な微生物群集の多様

性解析技術などの開発にも取り組んでいる。大学等の存

続が危ぶまれる貴重な微生物資源の救済も実施する。さ

らに微生物の培養法等の外部への研修を行い、微生物研

究の振興を図ることやアジアの微生物保存機関とも分担

しつつ連携を深め、国際イニシアティブを確保する。

　理化学研究所バイオリソースセンター微生物材料開発

室 (BRC-JCM) は、1981年より JCM (Japan Collection of 

Microorganism) として学術研究用微生物株の収集・保存・

提供業務を実施してきた。2004年 BRCとの統合後は、

産官学の研究コミュニティの提言を受け、健康と環境の

研究に資する研究基盤用微生物に焦点をあて、我が国の

中核機関として、国内外の研究開発の動向を把握し、世

界最高水準の基盤を構築することを目指している。

　本事業が対象としている研究基盤用微生物は、多種多

様の微生物リソースであり、微生物を用いた研究開発に

とって不可欠な「基準株」（新しく提案された種を的確

に表す代表の微生物株）を中心に収集・同定・品質管理・

保存・提供を実施する。具体的には、(1) 乳酸菌、(2) 嫌

気性細菌、(3) 好気性細菌、(4) 放線菌、(5) 古細菌（アー

キア）・極限環境微生物、(6) 酵母及び (7) 糸状菌である。

Yoshimi BENNO, D.V.M.,Ph.D.
室長　辨野　義己（農博）

Microbe Division / Japan Collection of Microorganisms
微生物材料開発室

事業内容

職員とメンバー構成

1. 微生物株寄託同意書 (MTA) に基づく新規微生物株の

受託

2. 複数の方法（凍結・凍結乾燥）による微生物株の確実

な保存

3. 保存微生物株の定期的検査、管理による精度の高い菌

株の提供

4. 材料提供同意書 (MTA)に基づく微生物株の提供

5. バイオセフィテーレベル (BSL) 2の微生物株の提供

6. 寄託された新規細菌・アーキアの基準株に対する認証

の発行

7. 微生物株の取り扱い技術に関する研修事業の実施

8. 微生物材料データの公開（ホームページ、http://www.

jcm.riken.jp の公開、カタログおよびニュースレター

の定期発行）

室長　　　　　辨野　義己（平成 16年 7月～）

専任研究員　　小迫　芳正（平成 16年 7月～） 鈴木　基文（平成 16年 7月～）

　　　　　　　高島　昌子（平成 16年 7月～） 工藤　卓二（平成 16年 7月～）

　　　　　　　岡田　元（平成 16年 7月～） 伊藤　隆（平成 16年 7月～）

専任技師　　　大和田　勉（平成 16年 7月～）

協力研究員　　坂本　光央（平成 16年 7月～） 北原　真樹（平成 16年 7月～）

客員研究員　　長谷川 秀夫（平成 16年 7月～） 奥　恒行（平成 19年 4月～）

　　　　　　　松本　光晴（平成 18年 4月～） 林　秀謙（平成 18年４月～）

　　　　　　　出来尾　格（平成 18年 4月～）　 浜名　康栄（平成 19月 4月～）

　　　　　　　中村　禎子（平成 19年 4月～）　 杉田　隆（平成 19年 6月～）

　　　　　　　安田　満（平成 18年 1月～）　　 清水　純（平成 17年 4月～）
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　　　　　　　石毛　敦（平成 17年 4月～）　　 南　道子（平成 20年 1月～）　

　　　　　　　佐藤　慎太郎（平成 20年 6月～） Panuwan Chantawannakul（～平成 20年 5月）

　　　　　　　相澤　朋子（～平成 19年 3月）　 南田　公子（平成 17年 4月～）

　　　　　　　片岡　佳子（～平成 18年 3月）　 伊藤　仁美（～平成 18年 3月）

　　　　　　　早川　麻理子（～平成 18年 3月） 　　　　　

訪問研究員　　栗原　新（平成 19年 4月～）　 佐藤　英介（～平成 18年 3月）

　　　　　　　西内　由紀子（～平成 18年 3月）

業務委託　　　草桶　佳代（平成 16年 7月～） 都筑　智子（平成 16年 7月～）

　　　　　　　押田　祐美（平成 16年 7月～）　 馬場　倫子（平成 20年 4月～）

　　　　　　　鈴　幸二（平成 16年 7月～）

委託研究生　　長沢　克紀（～平成 19年 4月）

研究生　　　　杉原　孝文（平成 20年 6月～） 小河原　郁子（平成 20年 6月～）

　　　　　　　Kong Il Gyu（平成 20年 6月～）

研修生　　　　池上　智則（～平成 20年 2月） 　 關　祐太（平成 18年 5月～）

　　　　　　　金山　喜好（～平成 20年 3月）　 遠藤　力也（平成 19年 5月～）　　　　 　 

　　　　　　　戸田　裕之（平成 17年 4月～）     山野井　薫（平成 18年 5月～）    

　　　　　　　後藤　義幸（平成 17年 4月～）    小幡　高士（平成 17年 4月～）

　　　　　　　Nitcha Chamerosaksri（～平成 20年 2月）　 川橋　美保（平成 20年 9月～）

　　　　　　　松本　淳宏（～平成 20年 3月）　 角重　瑠美（平成 20年 5月～）

　　　　　　　岡田　和也（平成 20年 6月～）　 小山　万里子（～平成 20年 3月）

　　　　　　　土田　さやか（平成 20年 9月～）　 Yang Yinjie（平成 20年 9月～）

　　　　　　　Yaowanoot Promnuan（～平成 20年 5月）　 樋口　森生（～平成 20年 3月）

　　　　　　　神山　篤史（～平成 20年 3月）　 Sirilak Namwong（～平成 20年 6月）

　　　　　　　原田　章（～平成 19年 3月）　　 小泉　祐介（～平成 19年 3月）

　　　　　　　仲田　竜一朗（～平成 19年 3月）　　 小田切　秀美（～平成 19年 3月）

　　　　　　　木部　絵理子（～平成 18年 3月）　 石川　未央（～平成 18年 3月）

　　　　　　　柴田　健作（～平成 18年 3月）

押田、草桶、馬場、都筑、松本、藤川

高島、鈴木、大和田、北原、伊藤、坂本

岡田、鈴木、辨野室長、小迫、工藤
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Jongrungruangchok S., Tanasupawat S., Kitakoop P., 

Bavovada R., Kobayashi H., Kudo, T.: “Identification 

of Streptomyces  and Kitasatospora  strains from 

Thai soils with geldanamycin production strain.” 

Actinomycetologica 20: 10-14 (2006).*

Hamana K., Sato W., Gouma K., Yu J., Ino Y., Umemura 

研究発表（誌上発表）

1.

2.

【原著論文】  * は査読制度がある論文誌
Y., Mochizuki C., Takatsuka K., Kigure Y., Tanaka N., 

Itoh T., Yokota A.: “Cellular polyamine catalogues of the 

fi ve classes of the phylum Proteobacteria: Distributions 

of homospermidine within the class Alphaproteobacteria, 

hydroxyputrescine within the class Betaproteobacteria, 

norspermidine within the class Gammaproteobacteria, 

and spermine within the classes Deltaproteobacteria and 

年次計画と成果

1. 研究基盤用微生物の収集・保存・提供事業計
画

（1）研究基盤用微生物株の収集

　当室は健康と環境の研究に資する研究基盤用微生物の

収集・品質管理・保存・提供を行っている。この健康と

環境の研究に資する研究基盤用微生物整備とは、①ヒト

の健康維持・増進に関与しえる微生物、特に乳酸菌、放

線菌、腸内細菌および酵母等の微生物株を整備すること。

また、②環境のコントロールに関与しえる微生物として、

極限環境微生物や好気性細菌や糸状菌を含む土壌微生物

を精力的に整備することである。当室はこれまで微生物

の収集方針として、研究推進に有効な微生物株を整備す

ること、特にその種の基準株を収集することに焦点を当

ててきた。これは微生物学、微生物分類学の進展は基準

株そのものの使用あるいはそれとの比較研究なしには実

行されえないためである。

　さらに、19年度における収集菌株の約 70%程度が寄

託者からの「新規微生物株の寄託」となっている。その

寄託菌株の大部分は細菌である。なぜなら新種提案にお

いて基準株が公的な微生物保存機関への寄託が義務づけ

られ、さらに微生物株保存機関が発行する「寄託菌株の

認証」数に反映しており、その数は年々増加しており、

認証発行株の総数はドイツの保存機関 DSMZに次いで

第 2位になっている。また、公的な微生物株保存機関か

らも多くの微生物の基準株を無料交換し、確実な収集・

保存・提供を行うことにしている。

（2）研究基盤用微生物株の保存・提供

　平成 19年度も引き続き収集・登録を行い、年度末の

総登録数は 17,667株（細菌 7,605、放線菌 3,387、アー

キア 396、酵母 3,352、糸状菌 2,906、その他 21）であった。

2. 開発事業

　当室では、研究基盤用微生物株の収集・保存・提供事

業に密接に関連し、その事業の推進に役立つ技術の開発

を行っている。

　平成 17～ 18年度は以下の技術開発を行った。

（1）新規研究基盤用細菌の収集とその探索技術開発

　新規放線菌、新規アーキア・極限環境微生物、ヒト腸

管由来新規Bacteroides属、ヒト口腔由来新規嫌気性細菌、

新規非病原性好気性菌などの収集、探索およびその分類

（2）研究基盤用新規酵母および糸状菌リソースの収集

とその探索技術開発

　土壌由来新規酵母、新規耐熱性酵母および新規糸状菌

類の収集、探索およびその分類

（3）微生物検査に関する技術開発

（i） 分子生物学的手法による菌類の新しい分類指標の開

発と評価

（ii） 培養を介さない手法によるヒトおよび動物の腸管由

来微生物群集の多様性解析

（iii） 16S rRNA遺伝子よるヒトの口腔および腸管におけ

る偏性嫌気性菌の多様性解析

3. 研修事業
　平成 17年度より微生物株の取り扱い技術に関する研

修事業を実施している。

　平成 20年 2月、10名の研修参加者に対して「T-RFLP

法による腸内細菌の多様性解析に関する技術研修」につ

いて実施した。
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BSL2 微生物株取り扱い用安全キャビネット

微生物由来DNA取り扱いTEM装置

液体窒素タンク取り扱い保存用液体窒素タンク

菌体脂肪酸測定装置

品質マネジメントシステム（ISO）文書理研 BRC 型嫌気チャンバー
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野 義己 , 渡邊 信（編）｢日本の微生物系統分類学の

動向 [平成 13年 (2001)～平成 17年 (2005)]｣ , pp. 

25-29, 日本微生物系統分類研究会 (2007).

高島 昌子： “担子菌酵母 ”, 岡田 早苗 , 中瀬 崇 , 辨

野 義己 , 渡邊 信（編）｢日本の微生物系統分類学の

1.

2.

3.

4.

5.

6.

7.

8.

9.

辨野 義巳： “プロバイオティクス 大切な腸内環境

コントロール ” わくわくセミナー 4: 14-15 (2008).

37.
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動向 [平成 13年 (2001)～平成 17年 (2005)]｣ , pp. 

30-33, 日本微生物系統分類研究会 (2007).

辨野 義己： “腸内細菌学者も実践するヨーグルトの

一気飲みで「うんち力」が身につく ”, 主婦の友社

（編）｢がんこな便秘を治す 100のコツ｣ , pp. 62-63, 

主婦の友社 (2007).

辨野 義己： “寒天ヨーグルトは乳酸菌と食物繊維で

便秘を解消する最強のおやつ ”, 主婦の友社（編）｢

がんこな便秘を治す 100のコツ｣ , pp. 64-65, 主婦の

友社 (2007).

辨野 義己： “さつまいもヨーグルトで便秘を解消す

れば , ガンや認知症など多くの病気の予防にも ”, 主

婦の友社（編）｢がんこな便秘を治す 100のコツ｣ , 

pp. 72-73, 主婦の友社 (2007).

辨野 義己： “腸内細菌叢とプロバイオティクス ”, 

岡田 正 , 馬場 忠雄 , 山城 雄一郎（編）｢新臨床栄養

学｣ , pp. 183-190, 医学書院 (2007). 

辨野 義己： “ビフィズス菌パワーで改善する花粉

症 ”, pp. 1-170, 講談社 (2007).

辨野 義己： “プロバイティクスの世界 ”, pp. 1-130, 

ヤクルト本社 (2007).

工藤 卓二： “放線菌 ”, 渡邉 信 , 西村 和子 , 内山 裕

也 , 奥田 徹 , 加来 久敏 , 広木 幹也（編）｢微生物の

事典｣ , pp. 30-32, 朝倉書店 (2008).

伊藤 隆： “古細菌の系統分類 ”, 渡邉 信 , 西村 和子 , 

内山 裕也 , 奥田 徹 , 加来 久敏 , 広木 幹也（編） ｢微

生物の事典｣ , pp. 33-35, 朝倉書店 (2008).

鈴木 基文： “歯周病疾患 ”, 渡邉 信 , 西村 和子 , 内

山 裕也 , 奥田 徹 , 加来 久敏 , 広木 幹也（編）｢微生

物の事典｣ , pp. 35-38, 朝倉書店 (2008).

辨野 義己： “健康を左右する腸内細菌叢の構成とプ

ロバイオティクス ”, 渡邉 信 , 西村 和子 , 内山 裕也 , 

奥田 徹 , 加来 久敏 , 広木 幹也（編）｢微生物の事典｣ , 

pp. 325-332, 朝倉書店 (2008).

坂本 光央： “歯周病疾患 ”, 渡邉 信 , 西村 和子 , 内

山 裕也 , 奥田 徹 , 加来 久敏 , 広木 幹也（編）｢微生

物の事典｣ , pp. 352-353, 朝倉書店 (2008).

辨野 義己：  “｢病気にならない生き方｣で ,なる病気”, 

pp. 1-198, ブックマン社 (2008).

辨野 義己： “常在菌叢とプロバイオティクス ”, 笹

川 千尋 , 林 哲也（編）｢医科細菌学 改訂第 4版｣ , 

pp. 146-148, 南江堂 (2008).

辨野 義己： “ ｢さつまいもヨーグルト｣ で便秘を解

消すれば ”, 主婦の友社（編）｢腸内環境の悪化で起

こるがんや認知症の予防に必ず成功するダイエット

100のコツ｣ , pp. 106-107, 主婦の友社 (2008).

辨野 義己 (監修 )： “おなかイキイキ健康法 ”, pp. 

1-32, 共同通信社医療情報センター (2008).

辨野 義己： “腸内環境学のすすめ ”, 自然科学ライ

ブラリー , pp. 1-87, 岩波書店 (2008).

辨野 義己： “健腸生活のススメ ”, 日経プレミアシ

リーズ 11, pp. 1-226, 日本経済新聞社 (2008).

10.

11.

12.

13.

14.

15.

16.

17.

18.

19.

20.

21.

22.

23.

24.

25.

26.

研究発表（学会発表）

Benno Y: New probiotic effect of bifidobacteria for 

human health. 2006 Int. Meet. of the Microbiological 

Society of Korea, Abstract pp. 48-49, Daejon & Daegu, 

Korea, May (2006).

1.

【国際会議等】
Benno Y., Hayashi H., Matsumoto M.: Culture-

independent analysis of human colonic microbiota. 3rd 

Japan-Finland Biotechnology Symp., Parainen, Finland, 

Aug (2006).

2.
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Takashima M.: Inter-and intra-species diversity of 

ballistoconidium-forming yeasts and related taxa. 8th Int. 

Mycological Congr., Abstract p. 236, Cairns, Australia, 

Aug (2006).

Hosoya T., Doi Y., Kakishima M., Hattori T., Degawa 

Y., Katumoto K., Maekawa N., Tsuda M., Fukiharu T., 

Okada G., Kiyuna T., Sugiyama J.: A united database of 

fungal specimens in Japan. 8th Int. Mycological Congr., 

Abstract p. 357, Cairns, Australia, Aug (2006).

Okada G., Tanaka K., Huang J. -W., Chang H. -S., 

Kakishima M.: Synnematous fungi from Taiwan (1). 

8th Int. Mycological Congr., Abstract p. 50, Cairns, 

Australia, Aug (2006).

Okada G., Seifert K. A.: The anamorph of Amphiporthe 

aculeans, a pathogen of sumac and other Rhus species. 

8th Int. Mycological Congr., Abstract p. 51, Cairns, 

Australia, Aug (2006).

Seifert K. A., Wilhelm de B. Z., Breuil C., Alamouti 

S. M., Masuya H., Okada G., Uzunovic A., Yamaoka 

Y.: Taxonony, phylogeny and nomenclature of the 

Ophiostoma piceae morphological species complex. 

IMC8 Workshop 1: Ophiostomatoid fungi: Expanding 

Frontiers / 8th Int. Mycological Congr., Abstract p. 27, 

Brisbane, Australia, Aug (2006).

Tanaka K., Okada G.: Useful methods for inducing 

anamorph/teleomorph(s) in culture. IMC8 Workshop 7: 

AnaSat2: From Spore to Culture / 8th Int. Mycological 

Congr., Abstract p. 11, Cairns, Australia, Aug (2006).

O k a d a  G . :  S i m p l e  a n d  s a f e  m e t h o d s  f o r  t h e 

cryopreservation and transport of fungal cultures. IMC8 

Workshop 7: AnaSat2: From Spore to Culture / 8th Int. 

Mycological Congr., Abstract p. 12, Cairns, Australia, 

Aug (2006).

Dekio I., Sakamoto M., Hayashi H., Tanikawa A., 

Sakuraoka K., Ebihara T., Amagai M., Suematsu M., 

Benno Y.: Characterization of skin microbiota in patients 

with atopic dematitis and nornal subjects using 16S 

rRNA gene-based comprehensive analysis. European 

Society for Dermatological Research 36th ESDR, 

Abstract p. 77, Paris, France, Sept (2006).

Ikegami T., Takashina T., Itoh T.: Characterization of two 

new thermophilic archaeal isolates that represent a new 

lineage in the order Sulfolobales. The 6th Int. Congr. on 

Extremophiles, Abstract p. 167, Brittany, France, Sept.

Benno Y.: Culture-independent analysis of human 

gut microbiota and new functions of probiotics. Valio 

Generalia Aboensis, Turku, Finland, Sept (2006).

Benno Y.: RIKEN BioResource Center-Japan Collection 

of Microorganisms: perspectives and challenges. The 

18th Annual Meet. of the Thai Society for Biotechnology, 

Abstract p. 64, Bangkok, Thailand, Nov (2006).

Kudo T.: Actinomycete collection at RIKEN BRC-

JCM and development of actinomycete resources in 

collaboration with Asian countries. The 18th Annual 

Meet. of the Thai Society for Biotechnology, Abstract p. 

64, Bangkok, Thailand, Nov (2006).

Itoh T.: Expanding microbial resources in Asia: Archaea 

and extremophiles. The 18th Annual Meet. of the Thai 

Society for Biotechnology, Abstract p. 65, Bangkok, 

Thailand, Nov (2006).

Takashima M.: Prospects between Thailand and RIKEN 

BRC-JCM in yeast systematics: focusing on quality 

management as an intellectual foundation for life 

sciences. The 18th Annual Meet. of the Thai Society for 

Biotechnology, Abstract p. 67, Bangkok, Thailand, Nov 

(2006).

Benno Y.: Culture-independent analysis of human fecal 

microbiota. The 5th ISLSWG Int. Workshop on Space 

Microbiology, Abstract p. 14, Tokyo, Japan, Sept (2007).

Sakamoto M., Benno Y.: Comtribution of RIKEN BRC-

JCM to the taxonomy of Gram-negative anarobic rods. 

The 11th Int. Conf. on Culture Collections, Abstract p. 

222, Goslar, Germany, Oct (2007).

3.

4.

5.

6.

7.

8.

9.

10.

11.

12.

13.

14.

15.

16.

17.

18.
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Namwong S., Tanasupawat S., Kudo T., Itoh T.: 

Piscibacillus salipiscarius gen. nov., sp. nov., a 

moderately halophilic bacterium from fermented fish 

(pla-ra) in Thailand. The 11th Int. Conf. on Culture 

Collections, Abstract p. 256, Goslar, Germany, Oct 

(2007).

Seki Y., Takashina T., Itoh T.: Diversity of radA genes in 

the genus Vulcanisaeta and related strains. The 11th Int. 

Conf. on Culture Collections, Abstract p. 271, Goslar, 

Germany, Oct (2007).

Benno Y.: RIKEN BioResource Center-Japan Collection 

of Microorganisms: perspectives and challenges. The 4th 

Asian Conf. on Lactic Acid Bacteria The 3rd Int. Symp. 

on Lactic Acid Bacteria and Health, Abstract p. 104, 

Shanghai, China, Oct (2007).

Benno Y.: New approach for human colonic microbiota 

and probiotic functions. Int. Conf. on Food Factors for 

Health, Abstract p. 7, Kyoto, Japan, Dec (2007).

Itoh T.: Diversity of thermophilic archaea that thrive 

in terrestrial hot springs in Asia. RGJ-Ph.D. Congr. IX, 

Abstract p. 107, Chonburi, Thailand, Apr (2008).

Odamaki T., Xiao J.-Z., Sakamoto M., Kondo S., 

Yaeshima T., Iwatsuki K., Enomoto T., Benno Y.: 

Distribution and function of different species of the 

Bacteroides fragilis group in individuals with Japanese 

cedar pollinosis. TNO Beneficial Microbes Conf., 

Abstract p. 73, Amsterdam, Netherlands, May (2008).

Benno Y.: New approach for human colonic microbiota 

and probiotic functions. Significance of culture-

independent analysis on human intestinal microbiota. Int. 

Symp. on Probiotic from Asian Traditional Fermented 

Foods for Healthy Gut Function, Abstract p. 30, Jakarta, 

Indonesia, July (2008).

Itoh T., Seki Y., Takashina T.: Distribution and diversity 

of the hyperthermophilic archael genus Vulcanisaeta. 

12th Int. Symp. on Microbial Ecology, Cairns, Australia, 

Aug (2008).

19.

20.

21.

22.

23.

24.

25.

26.

Yamanoi  K . ,  Kudo  T. ,  Takash ina  T. ,  I toh  T. : 

Charac ter i s t ics  of  a  novel  i ron-metabol iz ing , 

thermoacidophilic bacteria, isolated from Ohwaku-Dani, 

Hakone. 12th Int. Symp. on Microbial Ecology, Cairns, 

Australia, Aug (2008).

Benno Y.: Application of particular human fecal 

microbiota profi le for the probiotic research. The 7th Int. 

Symp. on Natural Medicine and Microfl ora, Abstract p. 

12, Toyama, Japan, Aug (2008).

Itoh T.: Riken BRC-JCM: a culture collection that 

supports research on the extremophilic microorganisms. 

E x p l o r a t o r y  w o r k s h o p  2 0 0 8 .  E x t r e m o p h i l i c 

Mic roo rgan i sms :  Molecu la r  Adap ta t ions  and 

Bionanotechnological Applications, Bucharest, Romania, 

Sept (2008).

27.

28.

29.

丸尾 俊也 , 坂本 光央 , 戸田 登志也 , 辨野 義己： 

RAPD 法により設計した Lactococcus lactis subsp. 

cremoris FC株特異的プライマーを用いたリアルタ

イム PCR によるヒト糞便中の FC 株の定量 , プロバ

イオティクスシンポジウム '06, 講演要旨集 p. 7, 東

京 , 4月 (2006).

松本 光晴 , 辨野 義己： 腸内ポリアミン濃度と腸内

菌叢の関連性： pilot study, プロバイオティクスシン

ポジウム '06, 講演要旨集 p. 7, 東京 , 4月 (2006).

坂本 光央 , 辨野 義己： 分子生物学的手法による無

症候性および症候性根尖性歯周炎に関与する細菌叢

の解析 , 第 49回春季日本歯周病学会学術大会 , 講演

要旨集 p. 184, 市川 , 4月 (2006).

岡田 元 , 黄 振文 , 張 和喜 , 曽 顕雄 , 柿嶌 眞 , 

関 達治： 台湾と日本のハイファル -ブリッジ： 

Cladosporium colocasiae Sawadaを例として , 平成 18

年度日本菌学会関東支部年次大会 , 講演要旨集 p. 

13, 町田 , 4月 （2006）.

小田巻 俊孝 , 清水 金忠 , 近藤 しずき , 坂本 光央 , 

宮地 一裕 , 岩附 慧二 , 辨野 義己： スギ花粉症患者

1.

2.

3.

4.

5.

【国内学会等】
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の腸内細菌叢変動に対する Bifi dobacterium longum 

BB536の抑制効果 , 第 10回腸内細菌学会 , 講演要

旨集 p. 138, 東京 , 6月 (2006).

岡田 元 , 細矢 剛 , 出川 洋介： 丹沢産微小菌類：分

生子柄束形成菌類ならびに関連菌 (1), 日本菌学会

50周年記念大会 , 講演要旨集 p. 61, 千葉 , 6月 (2006).

Ara I., Kudo T.: Rare genera of actinomycetes in 

rhizosphere soils of marine, mangrove and medicinal 

plants of Bangladesh, 日本微生物資源学会第 13回大

会 , 講演要旨集 p. 29, 和光 , 6月 (2006).

吉川 直人 , 高品 知典 , 伊藤 隆： radA遺伝子に基づ

く好熱性アーキア Vulcanisaeta属及び関連属の系統

学的多様性について , 日本微生物資源学会第 13回

大会 , 講演要旨集 p. 32, 和光 , 6月 (2006).

坂本 光央 , 辨野 義己： 新属 Parabacteroidesの提唱 , 

日本微生物資源学会第 13回大会 , 講演要旨集 p. 63, 

和光 , 6月 (2006).

Bakir M. A., Kitahara M., Sakamoto M., Matsumoto M., 

Benno Y.: Bacteroides intestinalis sp. nov., Bacteroides 

fi negoldii sp. nov. and Bacteroides dorei sp. nov., isolated 

from human feces, 日本微生物資源学会第 13回大会 , 

講演要旨集 p. 63, 和光 , 6月 (2006).

佐久間 慶太 , 北原 真樹 , 坂本 光央 , 奥 幸夫 , 野口 

直人 , 寺田 澄男 , 辨野 義己： 菌種特異的プライマー

を用いたヒト糞便内グリチルリチン代謝 Clostridium 

glycyrrhizinilyticumの定性・定量解析 , 第 23回和漢

医薬学会大会 , 講演要旨集 p. 155, 岐阜 , 8月 (2006).

長谷川 秀夫 , 辨野 義己： バイオテクノロジー（プ

ロバイオティクス）による、植物成分の腸内代謝機

能の修飾 , 第 23回和漢医薬学会大会 , 講演要旨集 p. 

94, 岐阜 , 8月 (2006).

吉川 直人 , 高品 知典 , 伊藤 隆： Vulcanisaeta属及び

関連属の radA遺伝子に基づく系統学的関係につい

て , 日本 Archaea研究会第 19回講演会 , 講演要旨集 

pp. 32-33, 福岡 , 8月 (2006).

坂本 光央： 分子生物学的手法による無症候性およ

び症候性根尖性歯周炎に関与する細菌叢の解析 , 第

48回歯科基礎歯学会学術大会 , 講演要旨集 p. 201, 

横浜 , 9月 (2006).

辨野 義己： 見えてきた腸内細菌叢の全容と機能 , 第

9回日本臨床腸内微生物学会学術集会 , 講演要旨集 

p. 14, 東京 , 9月 (2006).

辨野 義己： おなかの中から健康を考える , カスピ海

ヨーグルトフォーラム , 仙台 , 10月 (2006).

辨野 義己： プロバイオティクスによる腸内環境コ

ントロールこそ健康の源 , 「プロバイオティクス乳

酸菌の新しい力」～免疫力と腸内環境の関係～ , 東

京 , 10月 (2006).

辨野 義己： 「うんち」は語る腸の老化 － 3つのウン

チ力で腸内環境を変えよう－ , 新座市東北コミュニ

ティセンター主催事業環境講座 , 新座 , 10月 (2006).

真柳 弦 , 木村 基 , 八巻 恵子 , 伊藤 康博 , 南渕 麻衣

子 , 中谷 清吾 , 平田 晴久 , 坂本 光央 , 辨野 義己 , 島

内 英俊： Lactobacillus salivarius WB21配合サプリメ

ントが歯周組織に及ぼす影響の検討 , 第 2報 , 細菌

学的パラメーターに及ぼす影響 , 第 49回秋季日本

歯周病学会学術大会 , 講演要旨集 p. 126, 大阪 , 10月 

(2006).

辨野 義己： おなかの中から健康を考える － 3つの

ウンチ力で便秘解消！ , 朝日カルチャーセンター , 

東京 , 10月 (2006).

辨野 義己： 見えてきた腸内菌叢の全容 －腸内菌叢

に及ぼす食事成分の影響 , 第 11回日本食物繊維学

会 , 講演要旨集 pp. 14-15, 横浜 , 11月 (2006).

辨野 義己： 「うんち」は語る腸の老化  －３つのウ

ンチ力で腸内環境コントロール－ , 第 22回全国ト

イレシンポジウム －第 1回トイレパワー全国大会

－ , 講演要旨集 pp. 11-17, 遠野 , 11月 (2006).

池上 智則 , 高品 知典 , 伊藤 隆： Salfolobales目にお

いて新しい系統関係を示す好熱性アーキア２分離株

6.

7.

8.

9.

10.

11.

12.

13.

14.

15.

16.

17.

18.

19.

20.

21.

22.

23.
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の系統分類学的研究 , 第 7回極限環境微生物学会 , 

講演要旨集 pp. 36-37, 東京 , 11月 (2006).

伊藤 隆： 理研バイオリソースセンターにおけるアー

キア・極限環境細菌のリソース事業について , 第 7

回極限環境微生物学会 , 講演要旨集 p. 71, 東京 , 11

月 (2006).

辨野 義己： 大腸は病気の発信源 －見えてきた腸内

細菌の全容－ , 第4回日本予防医学会 , 講演要旨集 p. 

35, 大宮 , 12月 (2006).

佐野 玄樹 , 田中 和明 , 畠山  聡 , 原田 幸雄 , 佐野 輝

男 , 細矢 剛 , 岡田 元 , 黄 振文 , 張 和喜 , 柿嶌 眞： 

Pseudolachnella属とその関連属の分類に関する研究 , 

日本植物学会東北支部第 19回青森大会 , 講演要旨

集 p. 26, 弘前 , 12月 (2006).

米澤 洋朗 , 田中 和明 , 佐野 輝男 , 細矢 剛 , 岡田 元 , 

黄 振文 , 張 和喜 , 柿嶌 眞： 複雑な形態の分生子を

もつ不完全菌類の形態学的研究と rDNAよる系統推

定 , 日本植物学会東北支部第 19回青森大会 , 講演要

旨集 p. 28, 弘前 , 12月 (2006).

弘 佑介 , 田中 和明 , 佐野 輝男 , 細矢 剛 , 岡田 元 , 

黄 振文 , 張 和喜 , 柿嶌 眞： 分子系統解析によって

明らかになった Berkleasmium関連菌類の多様な系

統 , 日本植物学会東北支部第 19回青森大会 , 講演要

旨集 p. 29, 弘前 , 12月 (2006).

辨野 義己： プロバイオティクス機能研究に寄与す

る腸内菌叢解析技術の進展 , 第 40回日本無菌生物

ノートバイオロジー学会総会 , 講演要旨集 p. 19, 横

浜 , 1月 (2007).

坂本 光央： 分子生物学的手法による口腔細菌叢の

解析 , 日本フローラテック研究会第 1回学術集会 , 

講演要旨集 pp. 14-15, 和光 , 2月 (2007).

坂 本 光 央 , 北 原 真 樹 , 辨 野 義 己： 新 属

Parabacteroidesとその新菌種について , 第 80回日本

細菌学会 , 講演要旨集 p. 73, 大阪 , 3月 (2007).

關 祐太 , 高品 知典 , 伊藤 隆： 超好熱性アーキア

24.

25.

26.

27.

28.

29.

30.

31.

32.

Vulcanisaeta distributa及び関連菌株における radA遺

伝子の多様性について . 日本農芸化学会 2007年度

大会 , 講演要旨集 p. 22, 東京 , 3月 (2007).

辨野 義己： ウンチが語る腸の老化 ～ヨーグルトで

腸から若返ろう～ , メイトーメディアセミナー , 東

京 , 6月 (2007).

坂本 光央 , Lan P. T. N., 辨野 義己： 新属 Barnesiella

の提唱 , 日本微生物資源学会第 14回大会 , 講演要旨

集 p. 59, 札幌 , 6月 (2007).

關 祐太 , 高品 知典 , 伊藤 隆： Vulcanisaeta属菌株に

おける生育地の分布と遺伝学的多様性に関する考

察 , 日本微生物資源学会第 14回大会 , 講演要旨集 p. 

61, 札幌 , 6月 (2007).

渡邊 洋一 , 吉成 茂夫 , 横堀 伸一 , 伊藤 隆 , 山岸 明

彦 , 大島 泰朗 , 菅原 潤一 , 谷内江 望 , 新鍋 裕美 , 

喜久田 薫 , 冨田 勝 , 金井 昭夫 , 山崎 秀司 , 河原林 

裕 , Inaoka D. K., 藤田 真嗣 , Ludan W., 志波 智生 , 

栗栖 源嗣 , 原田 繁春 , 北 潔： 古細菌型イントロン

とスプライシングエンドヌクレアーゼの解析 , 日

本 Archaea研究会 , 講演要旨集 p. 15, 八王子 , 7月 

(2007).

坂本 光央： 歯内療法後の細菌の減少と残存 , 第 49

回歯科基礎医学会学術大会 , 講演要旨集 p. 161, 札

幌 , 8月 (2007).

坂本 光央： ヒト口腔細菌叢をどのようにとらえる

か , 第 49回歯科基礎医学会学術大会 , 札幌 , 8月 

(2007).

辨野 義己： お腹の中から健康を考える , 第 3回

フィールドキッチン講演会 , 神戸 , 9月 (2007).

辨野 義己： 「うんち」は語る腸の老化 －腸内環境コ

ントロールの重要性－ , 第 8回関東甲信越地区結核

予防婦人団体幹部研修会 , 講演要旨集 pp. 1-2, つく

ば , 9月 (2007).

辨野 義己： ヒト腸内常在菌叢の構造・機能解明に

プロバイオティクスの未来を見る , 第 5回ヤクルト

33.

34.

35.

36.

37.

38.

39.
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代田カンファレンス健腸長寿のサイエンス , 講演要

旨集 p. 23, 東京 , 10月 (2007).

伊藤 隆： アーキアの系統分類 : 現状と今後の展望 , 

第 27回日本微生物系統分類研究会 , 講演要旨集 p. 

12, 富士河口湖 , 11月 (2007).

坂本 光央 , 辨野 義己： 嫌気性グラム陰性桿菌の分

類の現状 , 第 27回日本微生物系統分類研究会 , 講演

要旨集 p. 30, 富士河口湖 , 11月 (2007).

辨野 義己： 腸の老化が生活習慣病を促進する －腸

内環境コントロールの重要性－ , 第 6回薬膳公開講

座 , 福岡 , 12月 (2007).

辨野 義己： 乳酸菌パワーの可能性を探る ～腸年齢

とプロバイオティクス～ , 岩見沢ヤクルト健康セミ

ナー , 岩見沢 , 2月 (2008).

辨野 義己： 「うんち」が語る腸の老化 －腸内環境コ

ントロールの重要性－ , 第 23回日本静脈経腸栄養

学会 , 講演要旨集 pp. 101-102, 京都 , 2月 (2008).

Bakir M. A., Benno Y.: Effect of four probiotic strains on 

human fecal microbiota, 第 2回日本フローラテック研

究会 , 講演要旨集 pp. 20-21, 和光 , 2月 (2008).

小泉 祐介 , 安藤 朗 , 藤山 佳秀 , 坂田 慎治 , 辨野 義

己： 潰瘍性大腸炎患者腸内菌叢の T-RFLP解析 , 第

2回日本フローラテック研究会 , 講演要旨集 pp. 4-5, 

和光 , 2月 (2008).

神山 篤史 , 福島 浩平 , 小川 仁 , 佐々木 巌 , 長沢 克

紀 , 辨野 義己： T-RFLP法を用いた大腸全摘術後便

中細菌叢の経時的解析 , 第 2回日本フローラテック

研究会 , 講演要旨集 pp. 6-7, 和光 , 2月 (2008).

西川 潤 , 工藤 俊彦 , 坂田 慎治 , 辨野 義己 , 杉山 敏

郎： 活動期および非活動期潰瘍性大腸炎における腸

内細菌叢の多様性 , 第 2回日本フローラテック研究

会 , 講演要旨集 pp. 8-9, 和光 , 2月 (2008).

辨野 義己： “乳酸菌パワー ”の可能性を探る , 腸年

齢とプロバイオティクス , 読売健康フォーラム , 札

幌 , 2月 (2008).

辨野 義己： “うんち ”は語る腸の老化 －腸内環境

コントロールの大切さ－ , 日本消化器外科学会第 8

回市民公開講座 , 仙台 , 2月 (2008).

辨野 義己： 腸と健康 －ふえている大腸の病気－ , 

日本消化器外科学会第 8回市民公開講座 , 仙台 , 2

月 (2008).

辨野 義己： 経営も健康もまず自己管理から ～おな

かの中から考える健康～ , 平成 19年度第 6回茨城

県商工会女性部主張発表大会 , つくば , 2月 (2008).

辨野 義己： 微生物資源整備に向けた理研 BRC-JCM 

の取り組み , NBRPキックオフシンポジウム , 東京 , 

3月 (2008).

辨野 義己： “うんち ”は語る腸の老化 ～おなかの

中から健康を考える～ , つくば市婦人講演会 , つく

ば , 3月 (2008).

辨野 義己： 乳酸菌パワーの可能性を探る ～腸年齢

とプロバイオティクス～ , ヤクルト健康フォーラム , 

小樽 , 3月 (2008).

辨野 義己： 「腸年齢とプロバイオティクス」 大切な

腸内環境コントロール , 岩見沢ヤクルト健康セミ

ナー ～腸から考える私たちの健康～ , 岩見沢 , 3月 

(2008).

辨野 義己： おなかの中から健康を考える —腸内

環境コントロールの重要性—, 「食と健康を考える」

フォーラム , 講演要旨集 pp. 23-43, 広島 , 3月 (2008).

辨野 義己： “うんち ”は語る腸の老化 ～おなかの

中から健康を考える～ , 苫小牧市民向け「健康セミ

ナー」, 苫小牧 , 3月 (2008).

辨野 義己： 「うんち」は語る腸の老化 ～大切な腸内

環境コントロール～ , 平成 19年度つくば市婦人講

演会・発表会 , つくば , 3月 (2008).

辨野 義己： 超少食者の腸内フローラ , 全国健康むら

21ネット第 3回 , 大阪 , 4月 (2008).
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辨野 義己： 培養を介さない手法による腸内常在菌

の多様性解析 , 第 76回実験動物コンファレンス , 講

演要旨集 pp. 15-17, 武蔵野 , 4月 (2008).

辨野 義己： うんちは語る腸の老化 , 平成 20年度科

学技術週間事業理化学研究所筑波研究所一般公開 , 

つくば , 4月 (2008).

辨野 義： 「うんち」は語る腸の老化 ～大切な腸内環

境コントロール～ , 埼玉大学オープンキャンパス大

学開放デー , さいたま , 5月 (2008).

辨野 義己： 見た目年齢は「腸」で決まる！～プロ

バイオティクスで腸年齢の若返りを～ , 2008年健康

づくり提唱のつどい , 富山 , 6月 (2008).

小田巻 俊孝 , 清水 金忠 , 坂本 光央 , 近藤 しずき , 八

重 島智子 , 岩附 慧二 , 富樫 秀生 , 榎本 雅夫 , 辨野 

義己： スギ花粉症患者における Bacteroides fragilis 

gorupの菌種レベルでの解析 , 第 12回腸内細菌学会 , 

講演要旨集 p. 44, 東京 , 6月 (2008).

辨野 義己： 「うんち」が語る腸の老化 ～大切な腸

内環境をコントロールする～ , 第 3回宮城県「柔道

整復学」構築学会 , 講演要旨集 pp. 12-30, 仙台 , 6月 

(2008).

辨野 義己： 健康のカギ腸年齢とプロバイオティク

ス , 長寿おきなわ健康教室 ～腸年齢と生活習慣～ ,

沖縄タイムス , 宜野湾 , 6月 (2008).

關 祐太 , 高品 知典 , 伊藤 隆： 超好熱性アーキア

Vulcanisaeta属における分離源と遺伝学的多様性の

関係 , 第 21回日本Archaea研究会講演会プログラム , 

講演要旨集 p. 13, 那覇 , 7月 (2008).

辨野 義己： 健康のカギ腸年齢とプロバイオティク

ス , 南日本新聞健康フォーラム , 鹿児島 , 7月 (2008).

辨野 義己： 健康のヒケツは腸内常在菌にあり ～大

切な腸に環境コントロール～ , 日本農芸化学会東北

支部 2008年度シンポジウム , 講演要旨集 pp. 7-8, 鶴

岡 , 7月 (2008).

坂本 光央： 嫌気性グラム陰性桿菌の分類学的研究 , 

日本微生物資源学会第 15回大会 , 講演要旨集 p. 42, 

千葉 , 7月 (2008).

山野井 薫 , 工藤 卓二 , 高品 知典 , 伊藤 隆： 箱根大

涌谷から分離した新規鉄還元細菌の系統分類学的研

究 , 日本微生物資源学会第 15回大会 , 講演要旨集 p. 

51, 千葉 , 7月 (2008).

辨野 義己： 健康の秘訣はお腹にあった～大切な腸

内環境コントロール～ , 平成 20年度枚方・交野地

区更生保護大会 , 枚方 , 7月 (2008).

辨野 義： 培養を介さない手法による腸内微生物解

析をいかに使うのか？ , 第 11回日本臨床腸内微生

物学会総会 , 講演要旨集 pp. 9-10, 東京 , 9月 (2008).

坂本 光央： 分子生物学的手法による歯内療法失敗

時に関与する根管内細菌叢の解析 , 第 50回歯科基

礎医学会学術大会ならびに総会 , 講演要旨集 p. 210, 

東京 , 9月 (2008).

長谷川 秀夫 , 坂本 光央 , 野村 明子 , 田中 庄二 , 町

野 守 , 坂上 宏： 歯周病診断マーカーとしての AP24

遺伝子の可能性 , 第 50回歯科基礎医学会学術大会

ならびに総会 , 講演要旨集 p. 218, 東京 , 9月 (2008).
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